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国⽴環境研究所 福島地域協働研究拠点 吉岡明良主任研究員

特許情報：特許第6558701号研究内容

・⽣き物調査・⾃動撮影・カメラトラップ・無⼈観測・⾮破壊モニタリング

•シンプルな技術を⽤いているため、安価・省電⼒で応⽤可能
•無⼈で稼働するため、⽴⼊制限がある場所での活躍が期待できます
•データが画像として残るため、保管が容易。対象⽣物を殺傷することもありません

•⽣物多様性モニタリングのための省⼒
的・効率的なデータ観測の必要性が⾼
まっている。受動型センサーは省電⼒で
⻑期間野外に設置できるため無⼈での野
⽣動物調査に適しており、⾚外線セン
サーを応⽤した⾃動撮影による哺乳類の
モニタリング技術は既に様々な現場で実
⽤化されている。⼀⽅、昼間に⾶び回る
昆⾍等の⾶翔⽣物は受動型センサーを⽤
いた調査⼿法が⼗分に適⽤されていない。

•⾶翔⽣物の中には棒の先にとまる性質が
あるため、その影を安価な受動型の光セ
ンサーで検出できれば、⾃動撮影による
省⼒的なモニタリングが実現可能

安価で省⼒的な光センサーを応⽤した
⾶翔⽣物の⾃動撮影モニタリング技術

棒にとまる性質がある⾶翔⽣物の⾃動検出
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国⽴環境研究所 福島地域協働研究拠点
環境影響評価研究室
吉岡明良主任研究員
https://www.nies.go.jp/researchers/300571.html

避難指⽰区域や⽔⽥等での⽔⽥の環境指標となる
⾚とんぼ類（アカネ属）の時空間動態モニタリング

稀に⿃類も撮影されるため、仕様を変更
すれば⿃類調査にも応⽤できる可能性あり

⾶翔⽣物検出装置
〜例えば⾚とんぼ等⾥地⾥⼭の指標⽣物を対象として~

※国⽴環境研究所報道発表資料より
https://www.nies.go.jp/whatsnew/20200918/20200918.html

https://www.nies.go.jp/whatsnew/20200918/20200918.html

